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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。

■時 
①
第
1
・
3
水
曜
日
②
第
2
・
4

水
曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正

10

午
。

■場 
①
印
旛
支
所
（
美
瀬
）
②
本
埜
支

所
（
笠
神
）。

■申 
事
前
に
、
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー
（
緯
碓99 
2
5
0
1
）
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

第
1
号
被
保
険
者
の
資
格

が
喪
失
さ
れ
ま
す
の
で
、

喪
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
日
本
国
籍
の
人

で
あ
れ
ば
、
希
望
に
よ
り

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
任
意
加
入
を
希
望
す
る

人
は
、
転
出
さ
れ
る
と
き

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

怯
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
で
海
外
か

ら
帰
国
し
た
人
へ

　
海
外
か
ら
帰
国
し
た
と

き
は
、
転
入
さ
れ
る
際
に
、

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
海
外
在
住
中
に
任

意
加
入
し
て
い
る
人
は
、

種
別
変
更
届
が
必
要
で
す
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯

0
4
7
―
4
2
4
―
8
8

5
4
）、
国
保
年
金
課
高

齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内

線
2
8
8
・
2
8
9
）。

（７）平成２５年（２０１３）６月１日号

国
民
年
金
は

こ
ん
な
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
　
歳
以

20

上
　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国

60
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
届
出
は
、
加
入
す
る
時
だ
け
で
な

く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
に
も
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
海
外
へ
転
出
・
居
住

さ
れ
る
場
合
、
海
外
か
ら
帰
国
さ
れ

た
と
き
に
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
忘
れ
ず
に
変
更
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。（
詳
し
く
は
下
表
を
参

照
）。

怯
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
海
外
へ
転
出
さ
れ
る
人
へ

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

（
自
営
業
や
学
生
の
方
な
ど
）
が
海

外
へ
転
出
・
居
住
す
る
場
合
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
海
外
転
出
し
た
場
合
、
国
民
年
金

胸国民年金の届出一覧胸

持参するもの異動の内容届出が必要なとき

・印鑑
（本人自署の場合は不要）

第1号被保険者と
なります

20歳になったとき
※厚生年金や共済年金
　加入者を除く

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳
・退職日の分かる書類

第2号被保険者から、第
1号被保険者になります
（第3号被保険者に該当
する場合は除く）

退職したとき
※厚生年金や共済年金
　加入者の場合

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳
・配偶者の退職日の分かる
  書類

第3号被保険者から、
第1号被保険者になり
ます

退職者に扶養していたが、
配偶者が厚生年金、共済年
金を辞めたとき

【種別】
◆第1号被保険者…自営業や農業・漁業の人とその配偶者、20 歳以上
　　　　　　　　　 の学生、フリーターの人。
◆第2号被保険者…会社や官公庁にお勤めの人で厚生年金や共済組合に
　　　　　　　　　 加入している人。
◆第3号被保険者…第2号被保険者に扶養されている配偶者。

■費 
7
0
0
円
。

■問 
志
賀
（
緯
／
胃
碓46 
5
8
2
5
・
■携 

0
9
0
―
4
6
7
2
―
5
4
9
3
）。

怯
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室■時 
6
月
8
日
臥
、　
日
臥
・
い
ず
れ

15

も
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

※
い
ず
れ
も
雨
天
時
は
室
内
で
開
催
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
2
階
（
原
山
）。

■内 
正
し
い
歩
き
方
レ
ッ
ス
ン
、
3
娃

郊
外
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
（
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■定 
　
人
（
当
日
受
付
）。

25
■費 
1
街
5
0
0
円
（
2
回
分
一
括
）。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
ス
ク
エ
ア
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
募
集

　
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
時
代
に
生
ま

れ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
。
み
ん

な
で
楽
し
く
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス

タ
ン
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、

頭
と
体
の
健
康
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
土
曜
日
・
午
後
1
時
～
。

■場 
主
に
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中

央
南
）。

■費 
入
会
金
・
月
会
費
と
も
に
1
街
0

0
0
円
。

【
無
料
体
験
講
習
会
も
実
施
】

■時 
6
月
8
日
臥
・
午
後
1
時
～
3
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
椎
名
（
緯
碓42 
3
6
5
7
）、
渡
辺

（
緯
碓46 
5
9
6
5
）。

怯
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　
会
員
も
募
集
中
で
す
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

16

30

4
時
　
分
。

30

※
日
曜
日
は
午
後
練
習
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■費 
5
0
0
円
。

■問 
沢
崎
（
■携 
0
8
0
―
5
0
4
2
―

0
7
5
4
）。

怯
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ツ
イ
ン
ク
ル
」
会
員
募
集

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
い
い
汗
か
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
動
き
や
す
い
服

装
・
靴
で
お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

■時 
毎
週
月
曜
日
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
。

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）

ほ
か
。

■問 
小
川
（
緯
碓46 
8
5
4
1
）。

怯
家
族
で
一
緒
に
多
言
語
で
子

育
て
し
ま
せ
ん
か

　
赤
ち
ゃ
ん
が
言
葉
を
話
せ
る
よ

う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
一
緒
に
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
6
月
6
日
牙
、　
日
牙
・
い
ず
れ

20

も
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。

10

15

11

30

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■費 
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
緯
0
1
2
0
―
5
5

7
―
7
6
1
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.le
x
h
ip
p
o
.g
r.jp

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

相
談

年
金

怯
家
庭
内
傾
聴
講
座

■時 
6
月
7
日
画
、　
日
画
・
午
前
　

21

10

時
～
午
後
3
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■対 
不
登
校
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
族
。

■費 
5
0
0
円
（
保
険
、
レ
ジ
ュ
メ
代
）。

■問 
M
．
T
ね
っ
と
わ
ー
く
・
ミ
ナ
ト

（
■携 
0
8
0
―
6
8
9
7
―
0
2
2

0
・
■メール h

e
re
an
d
n
o
w
m
@
y
ah

o
o
.co
.jp

）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
講
座

　「
常
陸
の
国
風
土
記
」
に
見
え
る

「
鳥
見
の
丘
」
は
ど
こ
か
？
北
総
に

お
け
る
、
鳥
見
神
社
の
ル
ー
ツ
を
今

あ
き
ら
か
に
。

■時 
6
月
9
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
佐
藤
 誠
 氏
（
千
葉
県
中
央

せ
い

博
物
館
大
利
根
分
館
主
任
上
席
研
究

員
）。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメー
ル配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あ
らかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信
料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※詳細については、市ホームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）お
よび市防災ホームページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

▲ QRコードも
利用可です

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フ
リーアクセス）を無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったとき
や、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、
通話料は利用者負担となります。

 防災行政無線無料テレホンサービス 

　離職者であって就労能力及び就労意欲の
ある人のうち、住宅を失っている人または
失うおそれのある人を対象として、原則3カ
月間（最長9カ月間）、賃貸住宅などの家賃
として住宅支援給付を支給します。
　また、同時に再就職に向けた支援を行っ
ています。
【住宅支援給付支給の対象者】
①離職後2年以内であること。
②65歳未満であること。
③離職前に、自らの労働により賃金を得て
　主として世帯の生計を維持していたこと。
④就労能力及常用就職の意欲があり、公共
　職業安定所へ求職申し込みを行うことま
　たは行っていること。
⑤住宅を喪失していることまたは失うおそ
　れのあること。
⑥申請を行った月における申請者および申
　請者と生計を一とする同居の親族の収入

　の合計額が次の金額であること。
・単身世帯　  84，000円
・複数世帯　172，000円
⑦申請者および申請者と生計を一とする同
　居の親族の預貯金の合計が次の金額以下
　であること。
・単身世帯　  50万円
・複数世帯　100万円
⑧雇用施策による給付などおよび地方自治
　体などが実施する住居など困窮離職者に
対する類似の給付または貸し付けを、申請
を行う人および申請を行う人と生計を一と
する同居の親族が受けていないこと
⑨申請者および申請者と生計を一とする同
居の親族のいずれも暴力団員でないこと
【住宅支援給付支給を受けるには】
　住宅支援給付支給を希望する人は、下記
までお問い合わせください。
■問 社会福祉課保護班（緯内線267）。

怯離職によって住居を喪失またはそのおそれのある人へ怯

胸
お
わ
び
と
訂
正
胸

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』
5
月
　
日
号

15

の
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
地
域
防
災

計
画
の
修
正
に
伴
う
地
区
別
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
」
の
本
文
の
中
で
、

左
記
の
通
り
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
本
文
1
行
目
よ
り

　
市
で
は
、こ
の
た
び
地
域
防
災
計

画
の
修
正
を
行
い
ま
し
た（
詳
し
く

は『
広
報
い
ん
ざ
い
』5
月
1
日
号

を
参
照
）。

　
　
　
　
　
　
郭

【
正
】
　
市
で
は
、こ
の
た
び
地
域
防
災
計

画
の
修
正
を
行
い
ま
し
た（
詳
し
く

は『
広
報
い
ん
ざ
い
』4
月
　
日
号

15

を
参
照
）。


